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申請システムを用いた申請書の作成方法について 

 

 

１. 初めて「有機シアン化合物」を取り扱う営業者の皆様 

 

i. 申請書の作成 

品目一覧には個別に品目の記載は不要です。以下のとおり入力し作成してください。 

〇 CAS-NO   ０(入力不要) 

〇 原製区分  製剤（全ての有機シアン化合物について小分けのみ行う場合は小分け） 

〇 含有量範囲 > ～ 100.0 <=（小分けのみの場合入力不要） 

〇 類別番号  令 ２ 32 

〇 化学名   有機シアン化合物 

 

※有機シアン化合物とその他の毒劇物を取り扱う場合の品目の登録方法 

① 有機シアン化合物同士の混合物の場合 

特段追加の入力は不要です。 

② 有機シアン化合物と他の毒物劇物 Aの混合物を取り扱う場合 

混合物の○をつける必要はありませんが、Aの備考欄に「有機シアン化合物との混合物」と入力

してください。 

③ 有機シアン化合物と他の毒物劇物 B, C, ...の混合物を取り扱う場合 

B, C, ...に混合物の番号をふり、備考欄に「有機シアン化合物との混合物」と入力してくださ

い。 

（③の作業例） 
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2. 個別の「有機シアン化合物」に該当する品目の登録を既に行っている営業者の皆様（登録更新） 

 

i. 申請書別添資料「有機シアン化合物品目一覧」の作成（暫定版） 

個別のデータを削除する前に、品目リストを作成することを推奨いたします。 

申請システムにおいて令和６年９月現在有機シアン化合物品目一覧の作成に対応していないため、

参考様式を用いて申請システム外で作成ください。 

（参考様式は厚生労働省毒劇法 HPの通知一覧のページよりダウンロードできます） 

 

（参考：申請データから品目をコピーする方法） 

① 申請システムの登録申請書から申請データを作成します。 

② 申請データのうち「DKBXXXXX.001」のファイルについて、コピーを作成し、拡張子を変更し csv

ファイルとして保存します。 

③ ②の csv ファイルをエクセルで J 列に 292 と記載されているものが有機シアン化合物に該当す

るデータになるため、エクセルのフィルター機能でソートします。 

④ K列が有機シアン化合物のデータ、S 列が CAS 番号のデータになります。公開されている参考様

式にそれぞれコピー＆ペーストを行います。 
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注１ CAS 番号については、ハイフンを除いた数値が保存されているため、コピー＆ペーストの際

「値として貼り付け」を実行してください（ハイフンが表示されるようセルの書式を設定してい

ます）。 

注２ 実績品目リストは前回登録更新以降に製造（輸入）した品目のリストを作成する必要があるた

め、ここから品目の追加・削除や製造（輸入）実績に合わせ「製造（輸入）が終了した品目」欄

に○をつける等を行ってください） 

 

ii. 申請書の作成 

有機シアン化合物に該当する個別の品目データをすべて削除し、1. の（入力例）と同様に「有機

シアン化合物」を登録します。また、有機シアン化合物との混合物登録をしていた他の毒物劇物は、

1. の※のように登録を修正します。 

 

 


